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あ
と
が
き

定
年
後
、
三
年
に
な
る
。
平
穏
な
日
々
が
続
い
て
い
る
。
俳
句
の
他
に
は
こ
れ
と
言
っ
た

趣
味
も
な
い
の
で
、
毎
日
が
句
作
り
の
日
々
で
あ
る
が
、
見
る
処
は
是
平
々
凡
々
、
マ
ン

ネ
リ
化
は
免
れ
な
い
。

句
作
は
句
日
誌
風
に
、
月
四
、
五
回
に
分
け
、
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
公
開
し
て
い
る
。
今
回
の
句
集
上
木
も
前
回
同
様
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
出
版
（
印
刷
の
前
工
程
を

全
て
パ
ソ
コ
ン
で
行
う
）
の
方
法
を
採
り
、
既
に
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
済
の
拙
句
か
ら
選
択

・
編
集
し
て
一
本
と
し
た
。

当
集
「
入
院
日
誌
」
に
は
、
一
九
九
七
年
七
月
の
心
臓
弁
膜
症
閉
鎖
不
全
手
術
の
為
に
入

院
し
た
折
り
の
作
品
と
、
そ
の
翌
年
春
の
手
術
経
過
を
診
る
為
に
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
入
院

し
た
折
り
の
作
品
を
併
せ
て
納
め
た
。
そ
の
他
は
経
年
編
集
と
し
た
。

作
句
期
間
は
極
め
て
短
く
、
選
は
緩
選
だ
が
、
自
分
な
り
の
消
息
を
伝
え
る
に
は
、
こ
の

程
度
こ
の
体
裁
が
相
応
と
考
え
て
い
る
。
ご
批
判
は
甘
受
し
た
い
。

漢
の
武
将
蘇
武
が
雁
の
足
に
手
紙
を
結
ん
で
都
へ
消
息
を
知
ら
せ
た
故
事
か
ら
派
生
し
た

言
葉
に
、
「
雁
信
」
「
雁
足
」
が
あ
る
。
さ
し
づ
め
、
私
の
場
合
に
は
、
同
じ
消
息
で
も
も

っ
と
庶
民
的
な
と
こ
ろ
か
ら
の
も
の
で
、
「
鳩
の
便
り
」
あ
た
り
が
似
つ
か
わ
し
い
と
考
え

集
名
を
「
鳩
信
」
と
し
た
。

句
集
上
木
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
こ
の
度
も
（
株
）
デ
ジ
タ
ル
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
大
塚
正
志
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

平
成
十
六
年
正
月

高

沢

良

一


